研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　青南病院　　　職　種　事務　　　　　　　　　　　　　氏　名　清水　靖子

	期　　間　　平成２０年　10月　9日　

	出張目的　第３６日本精神科病院協会精神医学会　第1日目

	出 張 先　「盛岡市民文化ホール」　及び　「いわて県民情報交流センター」

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】

　今回初めて学会に参加させて頂き、直接他の病院、施設での取り組みを見ることが出来たこと、また自分達の取り組んでいる業務に少しでも興味を持ってくれ、ポスター発表時、発表者へ質問などをしてもらえて、有意義であったと思いました。

　私達が目標としている経費節減に付いても、それぞれの病院で取り組みを行っている様子が伺えました。特に新しい取り組みは無いようですが、リサイクル、エコを意識しながら、無駄は省きながらも患者様へのサービスの質を落とすことがないように、継続させて実行することが大事だと思いました。

【研修要旨】

「ソーラーシステムと木質チップボイラー稼働状況」　　岩手・社団医療法人親和会　宮古山口病院

原油価格が高騰し重油や灯油と言った給湯、冷暖房用燃料が高くなっています。

そういった燃料費の削減と供給不安定に対応でき、地球温暖化の原因であるCO2の排出ゼロを目指し、平成19年6月ニソーラーシステム、平成19年11月に木質チップボイラーを設置し、給湯、冷暖房の安定供給を目指している。

· システム

太陽熱集熱器112台（有効集熱面積246㎡）

木質チップボイラー1基（出力360ｋｗ）

ソーラーシステムで水を温め、更に補助的にチップボイラーで設定温度まで水温を上昇させる仕組みになっている。そうすることでチップの消費を抑え、CO2削減にも効果的。

· 稼働状況と問題点

問題点・・・ソーラーシステムは導入後から問題なく動いていますが、チップボイラーは燃料供給時逆火防止機能の作動後停止。またボイラー着火時大量の煙が煙突より排出し、近隣住民から苦情があった。

（オムツ等を焼却していると思われた）

　　解　　決・・・施行業者やチップ納入業者との検討会で運転の改善を図った。

　　　　　　　　　住民の方々には地球温暖化対策など、説明をすることで理解を得ることが出来た。

· 今後の課題

太陽熱と木質バイオマスシステムは導入したばかりで、まだまだ供給が安定しているとは言えない。

今後も新エネルギーシステムのPRを続け、全国的に同システムの普及が進めばエネルギー消費削減に大いに貢献できる。

「もったいない活動による省エネへの取り組み」　　大分・医療法人向心会　大貞病院

　　環境的に温室効果ガスの排出量削減・地域温暖化がメインテーマになる一方、経済的には原油先物取引の影響による燃料の原価高騰が問題となっている。

· システム

エネルギー源として、冷暖房、ボイラーには灯油

　　　　　　　　　　照明、厨房機器には電気

· 問題点、解決策

問題点・・・年々の真夏日の増加、残暑の遷延化が進み灯油消費量がうなぎ登りに増大している上、灯油価格が4年前の約3倍に上昇して病院経営を圧迫しつつある。

解決・・・H17年に節約・省エネ委員会立ち上げ、エネルギー消費の現状調査を行うと、8割が冷

暖房に消費され、残りが給湯、照明、冷暖房機器であると判明したため、「もったいない」

を合言葉に活動開始し、ポスター掲示による啓蒙、冷暖房の温度の設定、病室のカーテ

ン利用や外壁によしずを立て室温上昇を防ぐ工夫を行った。

結果H18年には灯油１万８千L（ドラム缶90本分）

　　　　　　　電力9,000kWの節約

金額にして合計133万円の節減に成功

· 今後の課題

患者サービスの質を落とさず、節約、省エネに繋がる取り組みを委員会を中心に展開継続する。
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